
前号既報のとおり、今年3月
に国内の全738センターを
回ってプレーする「日本一周ボ
ウリングの旅」を完遂した埼玉
県在住のアマチュアボウラー・
備藤達也さん。ボウリング歴わ
ずか3年の還暦ボウラーが、前
代未聞の挑戦を決意した理由
や旅先での思い出などを、熱く
語ってもらった。本稿はその
「序章」――。

★
私は大阪の生まれですが、就

職したのが全国に営業所がある
会社で、22歳の入社時から退

職するまで、ずっと埼玉勤務で
した。家内と知り合って結婚し
たのも埼玉ですが、家内は8年
前の7月、私が53歳のときに
病気で他界して、それからは
ずっと一人息子と2人で暮らし
ていました。
ボウリングを始めたのは

2016年の9月、たまたま新聞
のチラシ広告で見つけたアオキ
グランドボールの“健康ボウリ
ング教室”に参加したのがきっ
かけです。昔からの友人はみん
な大阪にいて、こっちで付き合
いがあるのは会社の人間か家族

しかいなかったのですが、その
教室に行きだして楽しい仲間が
できました。
ボウリングは10代、20代の

ころに何回かやったことがある
程度で、教室に通い始めのころ
はアベレージ110くらいでし
たが、プロやスタッフさんから
教わったことを繰り返し練習し
ていくうちに、いつの間にか上
達してスコアもアップしていき
ました。この歳で新しいことを
始めて、上達する喜びを味わえ
るなんて思ってもみませんでし
た（笑）。

で、1年くらいしてアベレー
ジが170台まで上がったとき
に「180台までいったら仕事を
辞めて、全国のボウリング場を
回ってみたい」という思いがチ
ラッと浮かんだんです。そんな
折に、息子が結婚して家を出て
いった。近所には住んでいるん
ですが、自分は独りになったわ
けだし、家内の七回忌も終え
て、今後の人生をどうするか…
と考えているうちに、全国のボ
ウリング場を巡る夢が現実味を
増していったんです。
60歳の定年まで半年を切っ

たころから資料作りを始めて、
すべてのボウリング場を回った
ら時間は約1年、費用は800万
円くらいかかるだろうと計算し
ました。それを息子に話したら
「お父さん、退職金使っちゃう
の!?」と驚かれましたが（苦笑）。
ウチの会社には「持ち株会」と

いうのがあって、入社して20
年近くは毎月天引きで株を持た
されていました。幸い業績は順
調で、投資した資金が5～6倍
になっていたので、退職金には
手を付けずに済むだろう、と。
費用の見通しが立ったら、す

ぐに始めたいと思うようになり
ました。雇用延長して5年後、
65歳で始めるとしても、その
ときに今と同じ強い思いが残っ
ているかどうか分からないし、
移動中に事故に遭うリスクも高

施設の老朽化を理由に閉鎖
が決まり、今年3月31日を
もって足かけ48年にわたる長
い歴史の幕を閉じた博多スター
レーン。西日本最大級のボウリ
ングセンターとして数多くの
ビッグトーナメントが開催され
てきたが、一番の名物トーナメ
ントといえば、男子プロアマに
よる「キリンカップオープン」だ
ろう。
1985年（昭和60年）に「ハイ

ネケンパワーズ」の名称でス
タートした同大会は、今から
25年前の94年（平成6年）に第
10回の記念大会を迎えた。前
年覇者の西城正明プロ（8期＝
引退）が自ら描いた自画像が大
会ポスターに採用され、ギャラ
リーの話題を集めたが、優勝を
飾ったのは1年後輩の酒井武雄
プロ（9期）だった。
予選10Ｇ目でパーフェクト

ゲームを達成した酒井プロは、
準決勝10位から決勝ラウンド
ロビンで大まくりを決めてトッ
プシードを獲得。優勝決定戦で

も節目の10勝目がかかった山
崎行夫プロ（11期）を233：
186のスコアで圧倒し、自身
が通算25勝の節目に到達した。
この日の会場には、当時プロ

入り3年目の娘・美佳（25期）
が応援観戦に訪れており、試合
後には涙顔で父に駆け寄って祝
福。父娘で記念写真に納まった
酒井プロの照れくさそうな表情
が印象的だった。

「キリンカップ」 第 10 回大会で

酒井武雄プロが通算 25 勝目のＶ

　突然ですが…私のコラムが今
回をもって終了ということにな
りました。
　読者の皆様には、1７年お付
き合いいただき本当にありがと
うございました。つたない文面
ながら、皆様にボウリングの楽
しさや厳しさ…それに奥深さを
お伝えしてきたつもりです。ど
こまで上手に伝えられたかは、
何とも微妙なところですが…。
　思えば、今世紀になったばか
りの 2001 年に、ボウリング
ジャーナルの津田浩様に声をか
けていただき、新堀プロの思い
を全国紙に載せてみないか？　
といわれたことがきっかけでし
た。そのときは、１年程度のコ
ラムの連載をいただいたという
認識で、12コンテンツをイメー

ジして何を書こうか…と思って
始まりました。それが、思いも
よらず 17 年もの長期間、毎月
執筆することになったのです。
ある人は「ボウリング業界で
17 年も毎月コラムを書いた人
なんて他にいないんじゃない？ 
ギネスものだね！」って、笑っ
てねぎらってくれました (笑 )
　私のなかでは、なるべく分か
りやすいように、ジュニアボウ
ラーでも理解できる内容と文面
を意識して17年書いてきたつ
もりです。技術的な解説であっ
たり、精神的なお話であったり、
制度の話題、用具の重要性など、
多岐にわたりそのときどきの、
私の想いをつづってきました。
2002 年 2 月号（Ｎｏ.233）
に最初のコラムを書かせていた

だいてから、今月 2019 年 5
月号（ＮO.439）まで 203 コ
ンテンツとなりました。私自身、
毎月締め切りにも遅れることな
くよく頑張ってきたなぁと思っ
たりもします (笑 )
　ボウリング業界も他のスポー
ツ同様に、進化し続けています。
17 年前は、トッププロたちが
肘を曲げたり、手首をグース
ネックでリリースしたりなど、
思いもしませんでした。なおさ
ら公式試合で、両手でボールを
投げるなど、考えすらしません
でした。環境の変化や道具の進
化にともなってのことですが、
つくづくボウリングという競技
が、1７年の間に変わってし
まったとも思います。
　最後に、私のコラムを愛読し
ていただいたボウラーの皆さん
と、自由に書かせていただいた
ジャーナル紙関係の皆さんに、
熱く御礼申し上げます。『自信
の上には自惚れがある。謙虚の
下には卑屈がある』これを私の
モットーとして、熱すぎず…冷
めすぎず…毎月 1000 文字書
かせていただきました。
　皆さんのボウリングライフが
素晴らしい未来になりますよう
に、お祈りいたします。これか
らもボウリングを愛し続けま
しょう！
　長い間、本当にありがとうご
ざいました (^_^)

くなりますから。息子も了解し
てくれたので、それから急ピッ
チで資料を仕上げて、去年の6
月17日、60歳の誕生日に定年
退職しました。
手作りの資料は、最初にイン

ターネットで全国のボウリング
場を検索したら、あまり役に立
たない古いデータしか見つから
なかったので、改めて都道府県
ごとに調べ直して、かなり正確
なものになりました。
じつは去年の1月から、休み

の日を利用してボウリング場を
回り始めて、埼玉と東京は退職
前に全部制覇していました
（笑）。旅は7月に北海道からス
タートして、最初に行ったのは
苫小牧のボウリング場でした。
そこで「私は全国のボウリン

グ場をすべて回ろうとしている
者です」とスタッフさんにあい
さつして資料を見ていただいた
ら、「この中で3件、今年に
入って閉業していますよ」と（苦
笑）。資料を作って旅に出るま
でに半年のタイムラグがあるの
で、残念ながらその間に閉業し
てしまったところもかなりある
ことを思い知らされました。　
　　　　　　　　　　（つづく）
※本稿のつづきは本紙連動
Webサイト「b-jweb」に5月
15日以降、随時
アップいたします。
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17年間に感謝…

ボウリング歴は 3年未満。「この歳で新しいことを始めて、
上達する喜びを味わえるなんて思ってもみませんでした」
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